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   Ｃ０７Ｃ  51/367    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  59/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/66     (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ｃ０７Ｃ  69/66    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月6日(2014.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エストリド基油を生成するためのプロセスであって、
　少なくとも１つの不飽和部位を有する少なくとも１種の第一の脂肪酸反応物質、少なく
とも１種の第二の脂肪酸反応物質、及びトリフレート触媒を提供することと、
　少なくとも１種の第一の脂肪酸反応物質と、少なくとも１種の第二の脂肪酸反応物質と
をトリフレート触媒の存在下でオリゴマー形成して、エストリド基油を生成することであ
って、前記オリゴマー形成は、少なくとも１種の第二の脂肪酸反応物質のカルボキシル基
の酸素と、少なくとも１種の第一の脂肪酸反応物質の少なくとも１つの不飽和部位の炭素
との間で共有結合を形成することを包含することと、
を包含する、プロセス。
【請求項２】
　前記少なくとも１種の第一の脂肪酸反応物質が、１種以上の不飽和脂肪酸類、又は不飽
和脂肪酸オリゴマー類である、請求項１に記載のプロセス。
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【請求項３】
　前記少なくとも１種の第二の脂肪酸反応物質が、飽和脂肪酸類、不飽和脂肪酸類、飽和
脂肪酸オリゴマー類又は不飽和脂肪酸オリゴマー類の１つ以上である、請求項１又は２の
いずれかに記載のプロセス。
【請求項４】
　前記トリフレート触媒が、ＡｇＯＴｆ、Ｃｕ（ＯＴｆ）2、Ｆｅ（ＯＴｆ）2、Ｆｅ（Ｏ
Ｔｆ）3、ＮａＯＴｆ、ＬｉＯＴｆ、Ｙｂ（ＯＴｆ）3、Ｙ（ＯＴｆ）3、Ｚｎ（ＯＴｆ）2

、Ｎｉ（ＯＴｆ）2、Ｂｉ（ＯＴｆ）3、Ｌａ（ＯＴｆ）3又はＳｃ（ＯＴｆ）3のうち１つ
以上である、請求項１～３のいずれか１項に記載のプロセス。
【請求項５】
　前記トリフレート触媒が、Ｆｅ（ＯＴｆ）3、Ｂｉ（ＯＴｆ）3又はＣｕ（ＯＴｆ）2の
１つ以上である、請求項４に記載のプロセス。
【請求項６】
　前記トリフレート触媒がＢｉ（ＯＴｆ）3である、請求項４に記載のプロセス。
【請求項７】
　前記トリフレート触媒がＣｕ（ＯＴｆ）2である、請求項４に記載のプロセス。
【請求項８】
　前記トリフレートがＦｅ（ＯＴｆ）3である、請求項４に記載のプロセス。
【請求項９】
　前記オリゴマー形成することが、マイクロ波放射線の存在下で生じる、請求項１～８の
いずれか１項に記載のプロセス。
【請求項１０】
　前記エストリド基油をエステル化して、エステル化されたエストリド基油を得ることを
さらに包含する、請求項１～９のいずれか１項に記載のプロセス。
【請求項１１】
　前記エステル化することが、少なくとも１種のアルコール及び少なくとも１種のエステ
ル化触媒の存在下で行われる、請求項１０に記載のプロセス。
【請求項１２】
　前記少なくとも１種のエステル化触媒が、ブレンステッド酸エステル化触媒、又はルイ
ス酸エステル化触媒のうち１つ以上である、請求項１１に記載のプロセス。
【請求項１３】
　前記ルイス酸エステル化触媒がトリフレートである、請求項１２に記載のプロセス。
【請求項１４】
　前記ルイス酸エステル化触媒がＢｉ（ＯＴｆ）3である、請求項１３に記載のプロセス
。
【請求項１５】
　前記オリゴマー形成ルイス酸触媒及び前記ルイス酸エステル化触媒が同じである、請求
項１２～１４のいずれか１項に記載のプロセス。
【請求項１６】
　前記エステル化することが、マイクロ波放射線の存在下で起こる、請求項１０～１５の
いずれか１項に記載のプロセス。
【請求項１７】
　前記プロセスが、連続フロープロセスである、請求項１～１６のいずれか１項に記載の
プロセス。
【請求項１８】
　さらにトリフレート触媒を回収することを包含する、請求項１～１７のいずれか１項に
記載のプロセス。
【請求項１９】
　前記回収されたトリフレート触媒を再利用することをさらに包含する、請求項１８に記
載のプロセス。
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【請求項２０】
　前記回収されたトリフレート触媒が、オリゴマー化のために再利用される、請求項１９
に記載のプロセス。
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